
Chemical Physics  under 極限状態物性学
Extreme Conditions

Ⅰ 時間分解 X 線分光
Time-resolved x-ray spectroscopy 

和達大樹  
Wadati, H. 

 遷移金属化合物に対して、放射光や X 線自由電子レーザー (XFEL)の時間構造を用

いた時間分解 X 線測定による電荷・スピン・格子のダイナミクス観測を行った。特

に、 800 nm のチタンサファイアレーザーで励起（ポンプ）し、その後のダイナミク

スを X 線で観測（プローブ）するような下記のポンプ・プローブ型の測定である。

価数揺らぎを示す Eu 化物の価数変化や、強磁性 FePt 薄膜の元素別の消磁などのダ

イナミクスを解明した。

Ⅱ 酸化物薄膜の新しい特性
Novel properties of oxide thin films  

和達大樹  

Wadati, H. 

 遷移金属酸化物薄膜において、新しい電子状態を探求した。特に、薄膜化した場

合のバルクとの違いや、光照射による新しい機能に注目している。SrRhO 3 薄膜がバ

ルクからの類推に反し絶縁体となる起源を、X 線分光とバンド計算により明らかにし

た。また、強磁性 Co 酸化物薄膜において、レーザー照射によって磁化を消すのでは

なく、磁化を増加させるダイナミクスが見られた。酸化物で光誘起強磁性を示す初

めての例の発見となった。

Ⅲ 非共鳴Ｘ線非弾性分光法による高圧物性研究
Physical Properties under pressure by Non-resonant 

Inelastic X-ray Spectroscopy 

福井宏之  
Fukui, H. 

 硬 X 線はその透過力の高さゆえに極限状態下にある物質に対する効果的なプロー

ブである。第三世代放射光施設の発展により、非弾性散乱を用いた物性研究が可能

になった。我々はこの技術を極限状態下へ応用するための技術開発を行うとともに、

主に軽元素からなる物質に対して、 10 keV< の硬 X 線をプローブとした高圧下での

電子構造および原子振動に関する物性研究を推進している。
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